
まちのなかで
愛されて育つ
里親家庭で子どもを一時的に

受け入れる「里親ショートステイ」を

聞いたことがありますか？

News Letter
す べ て の 子 ど も に 愛 あ る 家 庭 を

©Ryuto Sato

vol.

2023.8
August

018



02

ご存知ですか？「里親ショートステイ」

まちのなかで愛されて育つ

ご存知ですか？「里親ショートステイ」
概要・利用条件など

子家センコラム
SOS子どもの村JAPAN 「みんなで里親プロジェクト」　

コーディネーター　北島 純

子どもの「安心」を大切にするショートステイ
SOS子どもの村JAPAN「みんなで里親プロジェクト」

プロジェクトリーダー　橋本 愛美

Interview 01
ショートステイ里親「澤 邦子さん」

Interview 02
ショートステイ里親「柴戸 純子さん・一秀さん」

Interview 03
子どもショートステイ「あんなさん」
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「子どもショートステイ」は、当初保護者が病気等でお子さんを養育できない場合の一時預かりとして始まった
制度ですが、最近は子育てに不安や悩みを抱え、育児疲れとなった保護者の一時預かりとして利用されることも多
くなっており、子育ての負担を軽減する有効な取り組みです。このため、支援を必要とするご家庭には、ショート
ステイ利用後も引き続きコミュニケーションを取りながら養育状況を確認し、お子さんやご家庭に寄り添いながら
対応しています。
特に里親ショートステイは子どもたちが温かい家庭の中で過ごすことができ、保育所や学校へ通いながら環境を
変えることなく、安心して生活できるというメリットも大きいと感じています。
今後さらにショートステイを担っていただく里親さんが増え、困難を抱える子どもや子育て家庭を支えていく取
り組みが広がっていくことを期待しています。

2015年から協働している「福岡市西区子育て支援課」にお聞きました。

「里親ショートステイ」とは？

虐待予防の早期支援として有効な取り組み「子どもショートステイ」

利用条件 利用料金

里親家庭で「子どもショートステイ」を受け入れることです。福岡市の「子育て短期支援事業（子どもショート
ステイ）」の受入れ先拡充のために、2015年からSOS子どもの村JAPANが「みんなで里親プロジェクト」と称
し、福岡市西区から、活動をスタート。2022年からは、福岡市各区とともに協働しながら推進しております。

受け入れは原則は7日以内です。病気、出張、育児
疲れなど、どんな理由でも利用できるサービスです。

生活保護受給世帯
ひとり親世帯
市・県民税非課税世帯

無料

その他の世帯
2歳未満　1日 5,350円
2歳以上　1日 2,750円



03

https://local.sosjapan.org

福岡市子どもショートステイの
詳細はwebサイトにて。

ショートステイ利用の流れ

＊受入中の記録（日誌）　＊里親のフォローアンケート
＊必要時、心理士相談　＊区との情報共有

⑤終了後のフォロー

福岡市西区子育て支援課 窓口担当者へのインタビュー

Q1：西区役所の「子どもショートステイの受付窓口」は、どのような体制ですか？

Q3：お申込みに来られた利用者や相談対応について、区役所として
どのようなことを大切にされていますか？

Q2：利用者さんは、どのように窓口に来られますか？

A1：子育て支援課の家庭児童相談室が窓口となっています。4名の家庭相談員が同じ課のこども相談係の職員と連携しなが
ら対応に当たっています。

A3：相談者に寄り添いながら話を聞き取るようにしています。子どもの生
活状況や家庭環境を確認しながら、保護者が十分に制度を理解したうえで、

安心して子どもショートステイを利用いただけるよう努めています。

A2：お電話や窓口において、お子さんの養育等について相談を受ける中で、
ご家庭の実情に応じて子どもショートステイの利用を案内しています。

＊受入票記入
（窓口がヒアリングして記入）
＊送迎・登園通学の希望確認
（必要準備物確認）
＊里親ショートステイ利用同意書
＊配慮事項の確認

①利用申込み・利用家庭状況
ヒアリング ＊利用打診

＊情報提供
＊決定通知書

②依頼

＊里親への受入打診
＊利用期間の調整　＊送迎調整
＊登園・登校支援の可否の確認
＊子どもの情報共有

③マッチング

＊送迎支援・送迎同行　＊備品貸出
＊受入中の電話フォロー
＊必要に応じて家庭訪問（ロングステイの場合）
＊緊急時対応（夜間電話対応）
＊後方支援施設との連携

④ショートステイ開始～終了




